
様式第７（第９条関係） 

 
 

特 定 施 設 使 用 届 出 書 
 
 

  ＊＊年＊＊月＊＊日 
 
堺市公共下水道管理者殿 
 

申請者 
住 所   堺市堺区南瓦町３番１号 

電話番号 ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊ 

氏 名   堺 工 業 ㈱ 
                   氏名又は名称及び法人に    代表取締役社長 

                   あってはその代表者の氏名       堺  太  郎      
 
下水道法第 12 条の 3第 2項 

の規定により、特定施設について、次のとおり届け出ます。 
下水道法第 12 条の 3第 3項 

 

工場又は事 
業場の名称 

堺工業㈱ 大和川工場 
※ 整 理 番 号  

※受理年月日     年  月  日 

工場又は事業 
場の所在地 堺市堺区松屋大和川通 3丁 140－2 

※ 施 設 番 号  

特定施設の 
種 類 

 65 号  酸又はアルカリによる表面処理施設 

  61 号  圧 延 施 設 

※ 審 査 結 果  

※備 考 

 

△特定施設の 
 構 造 

別紙のとおり。 

△特定施設の 
使用の方法 

別紙のとおり。 

△汚 水 の 
  処理の方法 

別紙のとおり。 

△下 水 の 量 
  及 び 水 質 

別紙のとおり。 

△用 水 及 び 
  排水の系統 

別紙のとおり。 

 
備 考  1  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。 

     2  ※印の欄には、記載しないこと。 
     3  届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格 A4 とすること。 
 
 
 
 
 
 

W０５０４ 



別紙１ 
 

特定施設の構造及び使用の方法 
 

特 定 施 設 名  65 号 酸又はアルカリによる表面処理施設  61 号  圧 延 施 設 

型 式 ◎◎社製◎◎型 連続式 ○○社製○○型 

設 置 年 月 日      ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日    ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日 

公 共 下 水 道 接 続 年 月日      ×× 年 ××月 ×× 日    ×× 年 ××月 ×× 日 

構 造 鋼鉄製ビニールライニング 鋼鉄製（一部ステンレス） 

主 要 寸 法 縦○○ｍ×横○○ｍ×奥行○○ｍ 縦○○ｍ×横○○ｍ×奥行○○ｍ 

能 力 （ 時 間 当 た り ） 鋼板○○ｔ／時間／基 鋼板◇◇ｔ／時間／基 

特定施設を含む主要機械 
又 は 装 置 の 設 置 場 所 

別図 ２ のとおり。 別図 ２ のとおり。 

操 業 系 統 別図 ５ のとおり。 別図 ５ のとおり。 

１ 日 当 た り 
の 使 用 時 間 

９ 時から  17 時まで 
４ 時間／日 

９ 時から  17 時まで 
７ 時間／日 

使用の季節的変動の概要 4～5月は通常の 50％増し 季節変動なし 

原材料の種類、使用方法 
及び 1 日当たりの使用量 

60％硫酸  表面処理用 ○○ℓ ／日（補給分） 

 生 石 灰  中 和 用 ○○kg／日（補給分） 

 原材料  鋼  板○○t／日 

原材料  鋼板○○t／日 

老 化 廃 液 の 分 離 方 法 
老化濃厚廃液  ○○ℓ ／月 

産業廃棄物処理業者委託処分 
 

使用時の汚水の量及び水質 別図 ５ のとおり。 別図 ５ のとおり。 

参 考 事 項 ４  基 ２  基 

 
備 考 使用時の汚水量及び水質の欄の記載については、別図によることとし、操業系統の図面とかねて記入してもよい。 
 
 



別紙 2 

汚水の処理の方法 
 

除 害 施 設 名 中和・凝集沈殿処理施設  

除 害 施 設 の 設 置 場 所 別図 ２ のとおり。 別図    のとおり。 

設 置 年 月 日    ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日     年   月   日 

除害施設の種類、型式、 
構造、主要寸法、時間能 
力及び汚水の処理の方法 

○○社製◎◎型 連続式 

処理能力 ◇◇㎥／時間 

縦○○ｍ×横○○ｍ×奥行○○ｍ 

中和・凝集沈殿処理法 

（詳細は別図 4 参照） 

 

汚 水 の 処 理 系 統 別図 ５ のとおり。 別図    のとおり。 

汚水の集水及び導水方法 別図 ２ のとおり。 別図    のとおり。 

除 害 施 設 の 1 日 当 た 
り の 使 用 時 間 及 び そ 
の 季 節 的 変 動 の 概 要 

９ 時から  17 時まで 
 

８ 時間／日 

時から     時まで 
 

時間／日 

汚 水 の 処 理 に 要 す る 
消 耗 資 材 の １ 日 当 た 
り の 用 途 別 使 用 量 

凝集沈殿処理 ― 硫酸第一鉄  ○○ｋｇ／日 

         生 石 灰   ○○ｋｇ／日 

                 高分子凝集剤  ○○ｋｇ／日 

         カセイソーダ ○○ｋｇ／日 

中 和 処 理 ―  硫 酸（60％） ○○  ℓ ／日 

 

処理前後の水量及び水質    別図 ５ のとおり。 別図    のとおり。 

残 さ の 量 及 び  
そ の 処 理 の 方 法 

脱水ケーキ（含水率 75％）○○ｔ／月 

 
産業廃棄物業者委託処分 

 

公 共 下 水 道 へ の 排 除 
方 法 （ 排 水 口 の 
位 置 、 数 、 排 出 先 ） 

別図 ２ のとおり。 別図    のとおり。 

そ の 他 の 記 載 事 項   

 
備 考 1   汚水の集水及び導水方法の欄の記載については、別図によることとし、施設から除害施設に至る導水路並びに工場 

内の排水経路を明らかにすること。 
2   処理前後の水量及び水質の欄の記載については、別図によることとし、汚水の集水及び導水方法の欄の図面に記入 

してもよい。 
 
 



別紙 3 

下水の量・水質・用水及び排水の系統 
排 水 口 
番 号 №１ №２ №３     合 計 

排
水
量
（
㎥
／
日
） 

作 業 排 水 30.0       30.0 

冷 却 水 20.0       20.0 

生 活 排 水  5.0 5.0     10.0 

         

合計 

平

均 
50.0 5.0 5.0     60.0 

最

大 
75.0 7.5 7.5     90.0 

水
質
（
単
位
㎎
／
ℓ
・
㏗ 

を
除
く
） 

ＰＨ 

平

均 
6～8       

 

最

大 
５．８～８．６       

ＢＯＤ 

平

均 
100       

最

大 
600 未満       

ＳＳ 

平

均 
100       

最

大 
600 未満       

N-ﾍｷｻﾝ 

平

均 
1.0       

最

大 
5 以下       

クロム 

平

均 
0.5       

最

大 
2 以下       

亜鉛 

平

均 
1.0       

最

大 
2 以下       

参    考 作業排水 生活排水 生活排水     

 
 

備 考 用水の用途別使用量（日量）は、系統図に記載すること。 

 

 
添付図面 
 
  1  工場または事業場の周辺の見取図。 
  2  工場または事業場の敷地内の建物等の配置図､特定施設､除害施設､主 
      要機械､主要装置の配置図､特定施設から除害施設にいたる導水路図。 
  3  特定施設の構造概要図。 
  4  除害施設の構造概要図。 
  5  特定施設を含む操業系統図､汚水の処理系統図。 
  6  用水及び排水の系統図。 

用

水

の

種

類

及

び

量 

上 水 道  10 ｍ3／日 

地 下 水 20 ｍ3／日 

工 業 用 水 30 ｍ3／日 

 ｍ3／日 

合 計 60 ｍ3／日 

用水及び排水の系統図 別図 ６ のとおり 


